











学位論文名 Acute Effects of Passive Smoking on the CoronarγCirculation in 
Healthy Young Adults 
(若年健常人の冠循環に対する受動喫煙の急性効果)
















のCFVRは非喫煙群が有意に高かった (4.4:1:0.91vs3.6:!:O.88;p = 0.017)。受動喫煙後のCFVRは非喫煙者
群で有意に低下したが (4.1上O.91vs3.4i:O.73;p<u.OOl)、喫煙者群では変化しなかった (3.6+0.88vs
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者群で有患に低下したが C4.4:!::O.91vs3.4..;..O.73; pく0.001)、喫煙者群では変化しなかった(3.6:!:O.88vs3.3 
:tO.74 ; p=KS)。
このように喫煙者は非喫煙者に比べ釘意に冠血流予備能が低く、また、短時間での受動喫煙にもかかわ
らず、非喫煙者の冠印流予備能が有意に低下し、喫煙者と同じレベルまで低下した。これらの結果から、
受動喫煙は非喫煙者の冠動脈に対して喫煙と同レベルの内皮機能障害を引き起こしていると考えられた。
よって、本研究者は、博士(医学)の学iIT.を授与されるに値するものと認められた。
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